













































































































































































































































































































































































































































































































































































特徴的なColor と Texture を調査収集してシンボル
マークを作成することにした。
　Color に関しては、風雪に耐えている深い緑（千歳
緑）と沿岸に広がる草原や初夏の若い緑（木賊色）、
津軽の深い海を象徴する青（マリンブルー）、浅瀬の
淡い青（ダックブルー）そして、その狭間には、風化
した朽ちた白を象徴する灰白色を設定した。また、寒
立馬や昆布、ジュラ紀の地層、海岸の岩肌等から葡萄
茶をアクセントカラーとして使用する。Texture は、
豊富な自然界における海、山の基本的な質感と草花、
実、昆布等とジュラ紀の地層、寒立馬の肌、尻尾の毛、
風化した板塀等を効果的にビジュアル効果の要素とし
て使用することとした。
　また、この地では、 強い東風（やませ）が吹く。非
常に動的なイメージがする。整然と佇む豊饒な土地で
はなく、厳しい気象条件に耐えて来ているからこそ熟
成された深みが浮かび上がってくるのだ。その動きを
ビジュアルの要素として部分的に加えて行きたい。
　このように、東通村にかかるビジュアルコンセプト
を元により洗練されて、次世代の感覚にも共感され、
国際的な感覚も持ち得るものになれば良いと思われ
る。実際にパンフレットやパッケージ等とともに村内
を分かりやすいように行動できるためのサイン等にも
応用できると思われる。さらに、東通村のイメージ
アップに働きかけるものとして、ランドスケープデザ
インがある。東通村に入ると強い風を利用した風力発
電の群が立ちはだかる。一見、ミスマッチで異様な光
景に見えるが、クリーンエネルギーの活用による先進
的な感覚が伺える。しかしながら、この景観をこのま
まの状態にするのではなく。逆にこれを活かしたアー
ト計画を進めてはどうかと思われる。新しい東通村の
ブランディングを実施する場合に、よりアート的な感
覚を表現して良いのではないだろうか。風量発電ター
ビンのボール部分に着彩したり景観を壊さない装飾を
施す等、アートの作品が並んでいるかのごとく見える
ようにデザインしても東通村の新しいイメージとして
注目されるかもしれない。
　このように、プラスである住民には当たり前の魅力
的なファクターをより整理し、きれいに演出すること
と、マイナスである景観をある意味で崩しているファ
クターをプラスに展開することをデザインという手法
で時間をかけてマネイジメントできれば良い。
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